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(54)【発明の名称】 内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】流体を通すために挿入部内に挿通配置された可
撓性チューブと先端部本体の流路との接続強度を十分に
確保することができ、しかも先端硬質部長を短く構成す
ることができる内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】先端部本体２の後端面部に可撓性チューブ
５の外径より大きな内径を有する座繰り状の孔１３を穿
設して、可撓性チューブ５の先端に差し込み接続される
接続パイプ１５を先端部本体２の流路１１側から座繰り
状の孔１３の軸線位置に突出配置し、可撓性チューブ５
の内面と接続パイプ１５の外面とを接着すると共に、可
撓性チューブ５の外面と座繰り状の孔１３の内面とを接
着した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】流体を通すために挿入部内に挿通配置され
た可撓性チューブが、上記挿入部先端の先端部本体に設
けられた流路に後方から接続された内視鏡の先端部にお
いて、
上記先端部本体の後端面部に上記可撓性チューブの外径
より大きな内径を有する座繰り状の孔を穿設して、上記
可撓性チューブの先端に差し込み接続される接続パイプ
を上記先端部本体の流路側から上記座繰り状の孔の軸線
位置に突出配置し、上記可撓性チューブの内面と上記接
続パイプの外面とを接着すると共に、上記可撓性チュー
ブの外面と上記座繰り状の孔の内面とを接着したことを
特徴とする内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の先端部に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡においては一般に、流体を通すた
めに挿入部内に挿通配置された可撓性チューブが、挿入
部先端の先端部本体に設けられた流路に後方から接続、
固着されている。
【０００３】図３は、そのような従来の内視鏡の先端部
の一例を示しており、先端部本体９１の流路９２から後
方に突出配置された接続パイプ９３が可撓性チューブ９
４の先端内に差し込まれて、両者が接着されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】先端部本体９１の長さ
は対物光学系９５を支持する鏡枠９６の長さ等によって
決まり、その先端部本体９１の長さによって内視鏡挿入
部のいわゆる先端硬質部長が決まる。
【０００５】しかし、上述のような構成をとる内視鏡の
先端部においては、接続パイプ９３が先端部本体９１か
らその後方に突出するため、その分だけ先端硬質部が長
くなって、内視鏡検査を受ける人に与える苦痛が大きく
なってしまう。
【０００６】そこで、接続パイプ９３を取り除いて、先
端部本体９１の流路９２に可撓性チューブ９４を直接差
し込んで接着するようにしたものもあるが、可撓性チュ
ーブ９４に対する外面接着だけでは接続強度の確保が難
しいので、確実な接続強度を確保しようとすると先端部
本体９１が長くなって、結局、先端硬質部長が長くなっ
てしまう。
【０００７】そこで本発明は、流体を通すために挿入部
内に挿通配置された可撓性チューブと先端部本体の流路
との接続強度を十分に確保することができ、しかも先端
硬質部長を短く構成することができる内視鏡の先端部を
提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
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め、本発明の内視鏡の先端部は、流体を通すために挿入
部内に挿通配置された可撓性チューブが、挿入部先端の
先端部本体に設けられた流路に後方から接続された内視
鏡の先端部において、先端部本体の後端面部に可撓性チ
ューブの外径より大きな内径を有する座繰り状の孔を穿
設して、可撓性チューブの先端に差し込み接続される接
続パイプを先端部本体の流路側から座繰り状の孔の軸線
位置に突出配置し、可撓性チューブの内面と接続パイプ
の外面とを接着すると共に、可撓性チューブの外面と座
繰り状の孔の内面とを接着したものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡の全体構成を示しており、可撓
管状の挿入部１の先端には、対物光学系等を内蔵する先
端部本体２が連結されている。
【００１０】挿入部１の基端に連結された操作部３には
送気送水操作弁４等が配置され、その送気送水操作弁４
から送り出される空気と水を通すための例えば四フッ化
エチレン樹脂チューブ等のような可撓性チューブからな
る送気送水チューブ５が、挿入部１内に全長にわたって
挿通配置されて先端部本体２に後方から接続されてい
る。
【００１１】図１は先端部本体２部分を示しており、金
属製の先端部本体２の外面には電気絶縁性の先端キャッ
プ１ａが被着されていて、観察窓Ａと照明窓Ｂが側面部
分に並んで配置されている。
【００１２】観察窓Ａの奥には、ダハプリズム６と対物
光学系７による被写体の投影位置にイメージガイドファ
イババンドル８の入射端面が配置され、照明窓Ｂの奥に
は、ライトガイドファイババンドル９の射出端部が配置
されている。
【００１３】１０は、対物光学系７とイメージガイドフ
ァイババンドル８の入射端部を支持する鏡枠であり、先
端部本体２に軸線と平行方向に形成された孔に嵌挿され
て、図示されていない小ネジにより先端部本体２に固定
されている。
【００１４】観察窓Ａの表面に向けて配置された送気送
水ノズル１２の後半部分は、送気送水チューブ５を通っ
て送られてきた空気と水を通過させるために先端部本体
２に穿設された流路孔１１に半田付け等によって固着さ
れており、その流路孔１１の後方の先端部本体２の後端
面部には、送気送水チューブ５の外径より大きな内径を
有する座繰り状の孔１３が穿設されている。
【００１５】なお、送気送水チューブ５の外周面には螺
旋溝が形成されて、そこに補強用の金属コイルが巻き付
けられている。ただし、送気送水チューブ５は何も巻か
れていない単純な可撓性チューブであってもよい。
【００１６】送気送水チューブ５が接続されるステンレ
ス鋼パイプ製の接続パイプ１５は、先寄りの部分が流路
孔１１の内周面に固着され、後寄りの部分が流路孔１１
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側から座繰り状の孔１３の軸線位置に突出するように配
置されている。
【００１７】なお、接続パイプ１５の後端は先端部本体
２の後端面から僅かだけ突出しているが、座繰り状の孔
１３内から全く突出しないように配置してもよい。ま
た、製造上は、送気送水ノズル１２と接続パイプ１５と
を予め一体に形成しておいてもよい。
【００１８】そして、座繰り状の孔１３に差し込まれた
送気送水チューブ５の先端部分内に接続パイプ１５が差
し込まれた状態になっていて、送気送水チューブ５の内
面と接続パイプ１５の外面とが接着され、送気送水チュ
ーブ５の外面と座繰り状の孔１３の内面とが接着されて
いる。
【００１９】したがって、送気送水チューブ５に対する
接着代の長さ（即ち、ほぼ座繰り状の孔１３の深さ）が
短くても強固な接続強度が得られ、先端部本体２の長さ
を長くする必要も、接続パイプ１５を先端部本体２の後
方に突出させる必要もない。
【００２０】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば送気送水チューブ５は送気用と送水
用が別々に独立して設けられたものであってもよく、本
発明を吸引チューブの接続部等に適用しても差し支えな
い。
【００２１】また、上記実施例の内視鏡は側方視型であ
るが、前方視型あるいは斜視型の内視鏡の先端部に本発*
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*明を適用することもできる。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、可撓性チューブの先端
部分が、内面において接続パイプの外面と接着され、外
面において座繰り状の孔の内面に接着されることによ
り、接着代の長さが短くても可撓性チューブと先端部本
体の流路との接続強度を十分に確保することができるの
で、先端部本体の長さを長くする必要も、接続パイプを
先端部本体の後方に突出させる必要もなく、挿入部の先
端硬質部長を短く構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の先端部の側面断面図
である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面
図である。
【図３】従来の内視鏡の先端部の側面断面図である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  先端部本体
５  送気送水チューブ（可撓性チューブ）
１１  流路孔（流路）
１２  送気送水ノズル
１３  座繰り状の孔
１５  接続パイプ

【図１】
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